
（１）当初の予定

圏央道の整備にあたっては、整備済みの放射道路を効率的に運用し、
環状道路の機能を有する道路ネットワークの形成を考慮して、早期に
整備する区間を決定し、順次供用を図ることとしていました。

４．事　業　の　進　捗

現在、環状道路の計画延長５１８ｋｍ
（うち圏央道約３００ｋｍ）のうち、
約２割が供用中

首都圏中央連絡自動車道西側区間（湾
岸道路～東北道）、東京外かく環状道路
東側区間及び、中央環状線の３号線以
北の区間について、その整備を促進し、
平成１９年度までに首都圏三環状道路
のいずれかの部分で９本の放射道路を
接続するような環状線（重点リング）
を形成

３環状９放射の完成により、道路ネッ
トワーク中核都市を連絡するととも
に、首都圏の広域的な幹線道路網を形
成し、交通混雑解消や都市構造の再構
成を図る

平成１９年度までに供用予定

現　　　　　　　在

完　　　　　　成



（２）現在の状況

今回、再評価対象区間の進捗は次のようになっております。なお、
圏央道の通過する区間には、自然豊な地域もあることから、下記のよ
うな環境への配慮・復元等を行っております。

鶴ヶ島～川島

 全体事業費    約１，０２０億円

 執行済み額    約６５９億円（約６５％）

 用地取得面積  約９８％

五霞～つくば

全体事業費    約１，７６０億円

執行済み額    約１２１億円（約７％）

用地取得面積  約６％

つくば～大栄

 全体事業費    約２，０３０億円

 執行済み額    約８９８億円（約３６％）

 用地取得面積  約５６％

茂原～木更津

  全体事業費   約２，００２億円

  執行済み額   約４０９億円（約２０％）

  用地取得面積 約５２％

茅ヶ崎～海老名

 全体事業費    約１，４７０億円

 執行済み額    約８９８億円（約６１％）

 用地取得面積  約５９％

海老名～厚木

 全体事業費    約２，１００億円

 執行済み額    約４００億円（約１９％）

 用地取得面積  約６８％

供用中

（H15.3.29）供用中

（H8.3.26）

供用中

（H14.3.29）

＊ 用地取得率は面積ベース



①環境への配慮（国内希少野生動植物・天然記念物）

　圏央道沿線には、国内希少野生動植物のオオタカの営巣や天然記念
物のヒシクイの渡来などが確認されております。再評価対象区間につ
いても各区間において、下記のような委員会を設けて、保護対策につ
いて検討しながら、事業を進めております。

○鶴ヶ島～川島

　「埼玉圏央道オオタカ等保護対策検討委員会」
　　　　（委員長：葉山嘉一（日本大学生物資源科学部　専任講師））
○五霞～大栄
　「茨城圏央道猛禽類保全対策検討委員会」
　　　　（委員長：阿部　學：日本猛禽類研究機構　理事長））
　
　（仮称）「茨城圏央道ｵｵﾋｼｸｲ保全対策検討委員会」（案）（設置予定）

○ 茂原～木更津

「千葉圏央道猛禽類保全対策検討委員会
　　　（委員長：阿部　學（日本猛禽類研究機構　理事長））

②環境の復元

　圏央道（茂原～木更津）において、小学校の「総合的な学習の時間」
を利用して「建設予定地のどんぐりの採集、播種」を実施しています。
１～３年後に育った苗木を圏央道に戻し植えることで、地域固有の自
然環境保全に役立てています。

写真：どんぐりの採集、播種の様子



（３）今後の方針

整備済みの放射道路を効率的に連絡する環状道路ネットワークを
形成するため、国内希少野生動植物などの保護、盛土部への植栽な
どの環境の復元など、下記の供用時期を鑑み、事業促進を図ってい
きます。

鶴ヶ島ＪＣＴ～川島ＩＣ
平成17 年度供用予定

五霞ＩＣ～つくばＩＣ
平成24 年度供用予定

つくばＩＣ～つくばＪＣＴ
平成19 年度供用予定

つくば牛久ＩＣ～江戸崎ＩＣ
平成19 年度供用予定

江戸崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ
平成24 年度供用予定

茂原長南ＩＣ～木更津ＪＣＴ
平成19 年度供用予定

西久保ＪＣＴ～海老名南ＪＣＴ
平成19 年度供用予定

海老名北ＩＣ～相模原ＩＣ
平成19 年度供用予定


